
共創によるまちづくりに向けた
都市計画制度の活用について
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報告事項



大学・スポーツ関係団体・
民間事業者等による
セッションの開催

宇都宮市の共創の取組
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沖縄県うるま市との友好都市提携

民間事業者と連携した
働く女性の健康支援

多様な主体がそれぞれの
「強み」を共有し，

「強み」を生かしあう
「共創」の取組

スタートアップ企業との包括連携協定



共創によるまちづくりの推進

まちづくりの基本方針となる「宇都宮市都市計画マスタープラン」では，
まちづくりの基本的な進め方として「市民参画によるまちづくり」を掲げており，
市民や事業者の皆様などの多様な担い手に参画いただきながら，
まちづくりを進めることとしています。

宇都宮市では，
市民・事業者・地域団体・自治体など，

多様な主体が連携し，
市民サービスの向上や新しい価値の創造を目指す

共創のまちづくり
を推進しています。



共創のまちづくりに向けた都市計画制度の活用①

都心部における官民協働のウォーカブルな
まちづくりに向けて，民間開発への事業費の
補助や容積率の緩和等の支援を行う「宮の街
ナカＸサイト」を令和５年度に始動
▶本市で１例目となる優良建築物等整備事業への支援など，民間事業者と連携・協力
しながら，魅力ある都心部の形成に取り組んでいます。

▶地区の景観や生活環境を維持・保全するとともに，市街化調整区域においては地域
拠点等のコミュニティの維持につながるなど，ＮＣＣの形成にも寄与しています。

官民協働による都心部のまちづくり

地区計画を活用した地域の皆様が主役のまちづくり
市街化区域の27地区・市街化調整区域の10地区において，地域住民や民間事業

者の申出を踏まえた地区計画を策定し，地区の特性に応じたきめ細やかなルール
のもと，計画的にまちを整備



共創のまちづくりに向けた都市計画制度の活用②

 一定条件を満たした上で，土地所有者等が地方公共団体に都市計画を提案する
ことができる制度

 都市計画の基本的な方針である「都市計画区域の整備，開発及び保全の方針」
や「都市計画マスタープラン」を除く全ての都市計画について提案が可能

 提案できるのは土地所有者，まちづくりNPO法人など

 提案の要件は「0.5ha以上の一団の土地」かつ「提案区域内の土地所有者等の
３分の２以上の同意」など

都市計画提案制度とは…

都市計画提案制度を活用したまちづくり

住民の皆様などによる自主的なまちづくりの推進や地域の活性化に向けて，
都市計画提案制度の積極的な活用を推進します。



提案のイメージ

＜提案の例＞
• 地区計画の決定

▶ 建築物の用途，高さ，建蔽率・容積率などを定める。
• 用途地域の変更

▶ 建築物の用途・規模等の制限を緩和する。
• 市街化区域への編入

▶ 用途地域を指定する。

所有している土地について，地域の活性化に貢献する施設の
立地など，新たな利用がしたい。

土
地
所
有
者
等

提案の実現には…
他の土地所有者等の同意 県・市の上位計画等との整合の確認
計画提案書・図面等の作成  周辺住民等への説明，理解

等が必要となります。



ダントー工場跡地における都市計画提案制度の活用

［西側］
河内中学校
岡本西小学校

市街化調整区域の
地区計画運用区域

［南側］
住宅地

都市機能誘導区域

居住誘導区域

ダントー
工場跡地

［北側］
河内工業団地

［東側］
岡本駅西土地区画整理事業

ＪＲ岡本駅

▼
「都市計画マスタープラン」等における拠点
形成の考え方と整合していることなどから，
提案を踏まえた都市計画決定・変更※を行い
ました。

※ 周囲の土地利用状況等を踏まえ，提案区域の南
東側も含めた用途地域の変更・地区計画の決定
を行った。

提案者：ダントー工場跡地所有者
提案内容：①用途地域の変更（工業専用地域

→第二種住居地域）
②地区計画の決定

提案目的：商業・地域サービス機能と住宅機
能が調和した複合開発による岡本
駅周辺の地域拠点の形成・河内地
域の更なる発展への寄与



都市計画提案制度の活用が想定されるエリア①

上位計画：都市計画マスタープラン（飛山城跡停留場）
⿁怒川の自然環境や豊かな農業生産基盤などの地域特性を活用した土地利用に加え，

飛山城跡などの周辺の地域資源と連携し，ライトラインを生かした都市部と農村部の交
流の促進や地域住民等の利便性の向上など，地域振興等に資する土地利用を図る。

ライトライン各停留場の拠点等への位置付け

【エリアの課題：市街化調整区域のライトライン停留場】
「交通結節点周辺」の拠点として位置付けたこと（R6）

を踏まえ，地域住民やライトライン利用者の利便性の向上
など，地域特性に応じた拠点化を促進する必要がある。

上位計画：都市計画マスタープラン（清陵高校前停留場）
公共施設や多くの教育施設・工場等が立地している地域特性を生かし，ライトライン

停留場周辺において，地域振興等に資する土地利用を図る。



都市計画提案制度の活用が想定されるエリア②

上位計画の位置付け：ＮＣＣ形成ビジョン
• 市北西部地域の活性化にも資するよう，積極的な利活
用を図る。

• 流通業務機能や生産機能のほか，周辺の環境も勘案し
ながら，交流人口の増加につながる都市機能の誘導を
図る。

上位計画の位置付け：都市計画マスタープラン
良好な自然環境の保全に配慮しながら，広域交通の利便性な

どの立地特性を生かした流通業務機能のほか，地域活性化等に
資する交流機能の配置など，計画的な土地利用を誘導する。

【エリアの課題：宇都宮インターチェンジ周辺】
交通の結節点として基盤の整備が図られてきているが，⾧年にわたり低利用の状況と

なっており，広域道路交通の結節性や観光拠点との近接性などの立地特性を生かした土
地利用の誘導が求められている。



計画提案を不採択

計画提案を採択

（参考）都市計画提案制度の手続の流れ
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・計画提案書
・登記事項証明書
・位置図，計画図等
・土地所有者の同意書 ほか

【都市計画提案制度評価委員会：３か月程度】



まとめ

「都市計画マスタープラン」や
「NCC形成ビジョン」を踏まえ，

本市が目指すまちの姿の実現に向けて，
市民・事業者との連携による

都市計画制度の更なる活用など，
引き続き，

多様な主体との共創による
まちづくりを進めてまいります。


